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序

本市では平成７年度に第四次総合計画を策定し、「市民一人一人が光輝き、人間として尊重される市民主

体都市の創造」を基本理念として４つの都市像をかかげ、まちづくりに取り組んでいます。この中で「個性

ある文化をはぐくみ、豊かな心がのびのび育つ」文化創造都市については、生涯学習体制の充実と文化遺産

の保存と活用をはかり、平成９年度の全国生涯学習フェスティバル開催や平成10年度の市民芸術文化会館の

開館など一歩一歩施策の実現につとめているところであります。

本市は信濃川や阿賀野川の河口に位置し、古くから内水面、日本海をつなぐ水上交通の拠点として重要な

位置を占め、湊町として発展を続けてきました。市域の歴史は今から6000年余り昔の縄文時代前期に遡り、

人々は低湿地や砂丘といった環境をたゆまぬ努力と創意工夫によって克服し、あるいは生かすことで恵みを

得る場に変え、たくましく生きてきました。とりわけ、幕末の日米修好通商条約によって開港場に指定され

たことは、それまでに増して国際交流拠点としての重要性が高まったといえましょう。このことに伴って明

治２（1869）年に建設された運上所（旧税関庁舎）は、外国貿易の通関施設として、湊である信濃川河畔に

その威厳を保ち続け、対岸に設けられた新潟西港の埠頭に移転した後は、その重要性から庁舎が国の重要文

化財に、石庫を含む敷地が国の史跡に指定され、保存と活用がはかられてきました。

このたび、隣接地に予定の（仮称）新潟市郷土歴史博物館建設を含む史跡周辺地域整備事業の一環として

旧新潟税関荷揚げ場の石段および石積みが発掘調査され、その構造を解明する手がかりが得られたことは、

近代の新潟における土木技術のようすを知る上で貴重な資料であるとともに、旧新潟税関を中心とした歴史

的風情の醸成に資するものと思います。

最後に、発掘調査に際して多大なるご協力をいただきました地元の方々、調査から報告書作成に至るまで

ご指導を賜りました文化庁・新潟県教育庁文化行政課・新潟大学・各先生方に対し、深甚なる謝意を表しま

す。

平成10年３月

新潟市教育委員会

教育長石崎海夫



５遺構は全容が不明であるため、調査区ごとに番号をふった。石段構造物の番号は段数や位置を示すもの

ではない。
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１本報告は、新潟県新潟市緑町3437番地１ほかに所在の国指定史跡旧新潟税関荷揚げ場石段、護岸石積み

の発掘調査記録である。発掘調査は、史跡の周辺整備に係わる資料を得る目的で実施された。

２発掘調査は、調査主体である新潟市教育委員会が新潟市土木建設課に依頼して発注し、㈱本間組が工事

請負して実施された。調査担当および調査員には市教委生涯学習課職員があたった。

３整理作業及び報告書作成にかかる作業は市埋蔵文化財センターを中心として平成９年度に実施された。

４出土遺物と調査にかかる資料はすべて市教委が保管している。

例

６本文中の註はすべて脚註とした。また、引用・参考文献は、著者および発行年（西暦）を文中に〔〕

で示し、巻末に一括して掲載した。

７遺構の図化、写真撮影、報告書の記述を肥田野が、遺物の図化、記述を古越が担当した。

８発掘調査から報告書作成まで下記の方々、機関から多くのご教示、ご助言を賜った。厚く御礼申し上げ

ます。

９調査実施にあたっては地元の方々より多大なご協力とご理解を賜った。併せて御礼申し上げます。

大熊孝鈴木由香㈱塚田牛乳

日本銀行金融研究所貨幣博物館本中

戸根与八郎新潟大学考古学研究室

員

（五十音順敬称略）
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明治２年新潟税関の図（新潟県立図書館蔵）



第１章序説

１．調査にいたる経緯

当市では平成４年度に、旧新潟税関庁舎を中心とする周辺地区を、信濃川と調和のとれた情緒豊かな古く

からの港町を表現する歴史・文化ゾーソとして一体的に整備するために郷土資料館周辺地区整備構想を発表

した。平成６年度には、新潟市新郷土資料館建設基本計画によって具体化の方針が示され、市教委員会生涯

学習課に置かれた新郷土資料館建設準備担当によって業務が進められた。その後、平成７年度に策定となっ

た新潟市第四次総合計画に盛り込まれるとともに、平成９年度には（仮称）新潟市郷土歴史博物館建設室が

置かれ、展示基本設計等各種業務が実施されている。

整備予定地は史跡旧新潟税関に隣接する。しかし、当地は大正時代の新潟港築港時に荷揚げ場前面の河川

が埋め立てられて水産加工場や宅地となり、昭和39年の新潟地震。津波被災後に堤防が嵩上げされて旧新潟

税関（運上所）設立・運営当時の景観は無い。市では、当時の風情を表現する一つとして荷揚げ場石段およ

び護岸石積みの整備を計画し、文化庁の指導の下、資料を得るための発掘調査を実施するにいたった。

２．調査。整理の経過

平成８年度には荷揚げ場石段および護岸石積み遺構の残存有無を確認する調査を実施した。調査は市教育

委員会生涯学習課職員が担当し、調査範囲（第３章の１参照）に５か所の試掘坑を設定してバックホーで掘

削するとともに、遺構の有無。土居の観察を行った。その結果２つの試掘坑で階段状の板材を検出した（写

真ｌ）。

平成９年度には、文化庁の指導を受けて調査範囲・方法を決定し（第３章の１参照）、上述の遺構に加え

て旧早川堀側の護岸石積みの残存状態をも確認するための発掘調査を実施した。調査終了後には、市埋蔵文

化財センターで遺物の実測、図版の作成等作業を行い、本報告書を刊行した。各年次の調査。整理体制。期

間は以下のとおりである。

平成８年度調査（平成８年８月21日～９月27日）

調査主体新潟市教育委員会（教育長石井淳）

総括宮崎敏春（生涯学習部参事課長）

皆川泰男（生涯学習課長補佐）

事務板垣典昭（生涯学習課主事）

調査員肥田野弘之（生涯学習課主査）

平成９年度調査（平成９年９月１０日～11月21日）

調査主体新潟市教育委員会（教育長石崎海夫）

総括宮崎敏春（生涯学習部参事課長）

皆川泰男（生涯学習課副参事

郷土歴史博物館建設室長）

事務近藤敬（生涯学習課主幹）

調査員肥田野弘之（生涯学習課主査）

整理。報告書作成（平成10年１月～３月）

整理担当肥田野弘之（生涯学習課主査）

古越永子（生涯学習課文化財･専門員）

写真１平成８年度調査で出土した階段状の板材
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第２章史跡の位置と環境

１．位置と地理的環境

調査地点は新潟市字緑町3437番地’他に所在する。旧新潟税関庁舎の南側に位置し、日本海に注ぐ信濃川

の左岸に立地する。発掘調査地点は南方向100ｍに信濃川河口を臨む、いわゆる河口隣接地である。北方向

約１kmには日本海が広がっている。現在の標高は0.7ｍほどであるが、これは昭和39年の新潟地震以後の埋

め立てによる。もともと付近一帯はヨシ等が生い茂る川岸の湿地帯であったとされる（横浜税関1902）。税

関庁舎並びにその他関係諸施設は、開港に伴う明治２（1869）年、川面に直接面するように埋め立てられた

後、建設された。付近の地形は開港以後の開発行為や川幅の変遷に伴う護岸工事等により、多分に改変を受

けてきたものである。なお、新潟地震に伴う災害復旧の詳細は未確認であるが、付近の住民の話と今回の発

掘調査による結果をあわせると、現地形は地震に伴う津波による被災のため、それ以前の堤防を約1.5ｍ程

盛土したものであることが確認された。新潟地震復旧後における地形の変遷に関しても、今後は詳細な検討一

が必要であろう。

越後平野は、主に信濃川や阿賀野川両河川の沖積平野で、新潟市はこの河口・下流域に位置する。海岸線

に平行して砂丘が１０列以上あり、市域も砂丘列の分布する範囲内にある。砂丘後背や砂丘間の低地には自然

堤防が分布しており、それ以外は標高０ｍ前後の低地が広がっている。排水施設が整備されるまでは、沼田

や潟湖。ヤチなどが広がる地であった。低湿で度々洪水が起こる海岸平野部である市内において、遺跡の大

半は砂丘上に立地しており、自然堤防上には少ない傾向がみられる。今回の発掘調査地点のある、信濃川左

岸地域は、海岸沿いに大規模な砂丘列が続いているが、現在は地盤沈下で埋没してほとんど見られない。市

内中心部を有するこの地の地盤沈下は、特に近代以降著しく起こっている。これは海に抜ける放水路の開発

によって低地の干陸化が押し広げられたことによる地層の収縮と、天然ガス採取に伴う地下水の急激なくみ

上げによるものと考えられている（百武1995）。

２．旧新潟税関の歴史

そもそも新潟は、江戸時代を通して日本海側の代表的な港であった。元和２（1616）年堀直苛が長岡藩主

となってから諸策をなし、港の発展を図つた◎寛文２（1671）年幕命を受けた河村瑞賢による西廻り航路開

b'００ｍ

⑤発掘調査地点
ｒ７Ｕ７ＴＴ－Ｔ←中可９１

第 １図周辺の地形
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第２図旧新潟税関略年表

－３－

発により日本海側の航路が改良され、新潟港はさらに繁栄していく。しかし、享保1６（1731）年松ケ崎掘割

が破壊され、阿賀野川の本流が信濃川と別れたため、新発田方面との物流に支障をきたすことにもなった。

その後天保1４（1843）年には幕府の天領になり、大いにその財政に寄与している。嘉永６（1853）年のペリー

来航を機に開国の動きが起こり、安政５（1858）年日米修好通商条約の締結に至った。これにより、開港五

港（下田・函館・長崎・兵庫・新潟）の一つに新潟の名が挙がった。やや条件が悪くても幕府領であったこ

とが最大の要因であろう。しかし、諸外国との様々な条約の中でも、新潟に関しては不確定の文意が当てて

ある。安政条約中は、「新潟午三月ヨリ凡ソ二十個月後即西洋紀元千八百六十年一月一日ヨリ開クヘシ

若シ新潟ヲ開キ難キ事アラハ其代リトシテ同所前後二於テー港ヲ別二撰フヘシ」となっている（横浜税関

1902）。実際、開港準備にかかるとすぐに北越戊辰戦争が起こるなど情勢が不安定であり、英国公使から七

尾港への変更申出などがあったために、開港は度々延期され、ようやく明治元（1868）年11月19日に五港の

中で最後の開港となった。なお、各国との協議の結果、新潟開港の条件としては佐渡の夷港（現両津港）を

補助港とする等の取り決めをしている。維新後の混乱のなかで、新潟府の統括下のもと、開港の準備が整え

られた。はじめ、一般事務は旧奉行所庁舎・貿易税務は河口付近の「洲崎番所」で処理されていたが、地の

利が悪く不便であったため、字船繋場の現在地に運上所の建設を計画した。しかし、当地は前述のように地

盤が悪く、明治２年１月先ず埋め立て工事から始められた。4464坪の土地を６尺かさ上げし、木の柵で護岸
いしぐら

を作り、荷揚げ用に石で階段を設けて整備した。その土地に庁舎・石庫・水柵・荷揚所等が竣工されたのカミ

同年10月である。庁舎は明治初期のいわゆる「木骨石造系擬洋風」建築であり（藤森1993）、117坪の木造

平屋立て、瓦葺き屋根である。中央に立つ監視塔、入口のアーチ、なまこ壁等が特徴的である。外国からの

要求によるEnterepotとして建設された石庫は、土蔵造りで外壁に石積みを採用した100坪の建物である。

なお、運上所は明治６（1873）年に「税関」と改称されている。庁舎は以後戦中を除き、昭和4１（1966）年

まで使用された。但し、途中税関業務の管轄は度々変わり、明治3５（1902）年横浜税関の管轄下に入って新

潟税関支署となり、現在は東京税関の管轄下にある。旧税関庁舎はその歴史的経緯・建築学的な価値を鑑み、

修理保存の動きが起こって、昭和4４（1969）年には「旧新潟税関庁舎」が重要文化財、「旧新潟税関」が史

跡、同5５（1980）年には「石庫跡地」が史跡に指定された。これに際して、４５（1970）年に庁舎修理工事が、

5６（1981）年に石庫復原工事が行われている。

昭大明安天元寛寛元天永
和正治政保禄文永和正禄

五五四四四三三二二二

六五五四一九八九一○八五六五三二八六四二元五四六○一○二九一

年
号

一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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西
暦

上
杉
が
出
雲
崎
出
陣
の
激
に
「
廿
七
新
潟
を
可
打
立
候
」
と
出
る
。

新
発
田
重
家
が
新
潟
港
を
占
拠
し
沖
の
口
運
上
を
手
に
入
れ
た
と
新
潟
の
名
が

出
る
。

堀
直
苛
が
長
岡
藩
主
と
な
り
新
潟
港
の
諸
役
を
免
除
。
港
の
発
展
に
尽
く
す
。

阿
賀
野
川
決
壊
。
信
濃
川
に
合
流
。

幕
府
の
命
に
よ
り
河
村
瑞
軒
が
西
廻
り
航
路
を
改
良
。
新
潟
を
寄
港
地
に
指
定
。

新
潟
入
港
年
三
、
五
○
○
隻
、
貨
物
扱
量
年
四
六
万
両
、
関
係
国
四
○
か
国
を

記
録
す
る
。

阿
賀
野
川
決
壊
、
日
本
海
に
直
流
す
る
よ
う
に
な
る
。

新
潟
が
幕
府
領
と
な
る
。

日
米
修
好
通
商
条
約
締
結
。
新
潟
港
が
五
港
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
る
。

二
月
一
九
日
新
潟
港
及
び
佐
渡
夷
港
を
開
港
。
同
時
に
運
上
所
を
新
潟
に
新

設
、
関
税
事
務
を
処
理
し
、
新
潟
府
に
属
す
。

一
月
一
八
日
信
濃
川
川
岸
字
船
繋
場
（
現
在
地
）
に
新
潟
運
上
所
（
後
の
新
潟

税
関
）
庁
舎
の
建
設
に
着
手
。

八
月
二
一
日
庁
舎
上
棟
（
棟
礼
記
）
。

一
○
月
四
日
新
潟
運
上
所
（
現
庁
舎
）
竣
工
。
敷
地
四
、
四
一
九
坪
七
合
七
勺
。

庁
舎
二
七
坪
六
合
七
勺
。
石
庫
一
○
○
坪
。
土
蔵
五
○
坪
建
設
。

全
国
開
港
及
び
開
市
場
関
税
事
務
を
大
蔵
省
租
税
寮
の
所
管
に
移
す
。
但

新
潟
及
び
夷
港
運
上
所
事
務
は
新
潟
及
び
佐
渡
両
県
に
属
す
。

し
、

一
月
四
日
全
国
運
上
所
を
「
税
関
」
の
呼
称
に
統
一
・
新
潟
税
関
・
夷
税
関
と

改
称
。

九
月
二
一
日
新
潟
税
関
を
新
潟
県
よ
り
大
蔵
省
租
税
寮
の
直
轄
に
移
す
。

四
月
一
日
新
潟
市
制
施
行
。

九
月
六
日
税
関
管
轄
区
域
制
定
。
新
潟
税
関
の
管
轄
区
域
は
若
狭
・
越
前
・
加

賀
・
能
登
・
越
中
・
越
後
・
羽
前
・
羽
後
の
沿
岸
。

一
○
月
三
一
日
新
潟
税
関
は
横
浜
税
関
の
管
轄
と
な
り
新
潟
税
関
支
署
と
な
る
。

管
轄
区
域
は
越
前
国
よ
り
羽
前
国
に
変
更
。

六
月
八
日
税
関
支
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
の
全
部
を
改
正
。

一
○
月
一
四
日
新
潟
築
港
工
事
起
工
。

一
○
月
一
九
日
新
潟
港
開
港
記
念
式
挙
行
。

七
月
一
四
日
税
関
官
制
廃
止
。
税
関
事
務
は
海
運
局
に
統
合
。

八
月
一
五
日
終
戦
、
税
関
業
務
ま
ひ
状
況
。
輸
出
貨
物
の
公
売
処
分
程
度
。

五
月
一
○
日
税
関
官
制
公
布
。
横
浜
以
下
六
税
関
設
置
。
六
月
に
は
税
務
再
開
。

七
月
一
日
新
潟
税
関
支
署
が
新
潟
海
運
局
内
事
務
所
よ
り
旧
庁
舎
に
復
帰
。

二
月
一
○
日
新
潟
税
関
支
署
庁
舎
一
棟
、
附
石
庫
一
棟
、
新
潟
県
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

八
月
石
造
倉
庫
解
体
工
事
完
了
。

六
月
一
六
日
新
潟
地
震
。
旧
新
潟
税
関
庁
舎
は
一
部
基
礎
の
沈
下
と
建
物
が
傾

斜
。
新
潟
港
湾
も
壊
滅
的
損
害
。

五
月
一
日
新
潟
税
関
支
署
、
新
潟
港
中
央
埠
頭
の
庁
舎
に
移
転
。

六
月
二
○
日
文
部
省
告
示
第
二
九
四
号
で
「
旧
新
潟
税
関
庁
舎
一
棟
附
棟
札
一

枚
」
重
要
文
化
財
に
指
定
。

六
月
二
○
日
文
部
省
告
示
第
二
九
五
号
で
「
旧
新
潟
税
関
」
史
跡
に
指
定
。

一
月
庁
舎
修
理
工
事
に
着
手
。
工
期
二
四
か
月
。

一
月
一
九
日
文
部
省
告
示
第
一
号
で
新
潟
市
を
管
理
団
体
と
し
て
指
定
。

文
部
省
告
示
第
一
九
号
で
石
庫
の
跡
地
が
史
跡
に
追
加
指
定
さ
れ
た
。

三
月
旧
新
潟
税
関
石
庫
復
原
工
事
着
手
。
工
期
は
一
八
か
月
。

事
項
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１．調査方法

（１）調査区の設定と呼称（第４図）

旧新潟税関荷揚げ場石段および護岸石積みは史跡範囲と旧信濃川汀線（現堤防。埋め立て地）との境界に

埋没しているものと推定され、この境界線上に７か所の試掘坑を設けて、遺構残存の確認調査を計画した。

しかし、平成８年度は新潟市新郷土資料館建設予定地の用地買収が未了であり、５か所について調査を実施

した。試掘坑は北から南の方向へＴ３～Ｔ７の順で設定した。試掘坑の大きさは１基２ｍ×10ｍを基本とした。

平成９年度調査は、前年度に検出された三段分の階段状板材の南北方向延長の確認、石段一段目蹴込みお

よび旧地表面の確認、旧早川堀側護岸石

第３章発掘調査と遺構・遺物

積みの確認を主目的に５か所の調査区を

設定した。調査区は１基２ｍ×５ｍを基

本とし、北から南の方向へＴ,、Ｔ２、Ｔ８、

Ｔ９、Ｔ１ｏとした。Ｔ１ｏは史跡と市有地に

またがったため、Ｔ,。（史跡内側）、Ｔ１ｏ

（史跡外側）に区別した。

平成８年度

平成９年度

（

'1,5

、
９ 型、、一~１（~、

第３図旧新潟税関発掘調査範囲

－４

２０ｍ

第４図旧新潟税関発掘調査区付置

Ｔ７

面回
Ｔ２
単

３Ａ
、
●
蹄

０



（２）調査工程の概略

基準点測量

調査範囲には三角点（水準点）より三級基準点を設置し、真北より12。東傾した直線を基準に測量基準杭

を設定して測量にあたった。

排水方法

旧新潟税関（運上所）は信濃川を埋め立てて建造されており、史跡地表面（概ね海抜0.7ｍ）から-1.0ｍ

程度の掘削で湧水が著しく、平成８年度の調査は中断を余儀なくされた。平成９年度は、湧水に対処するた

め、口径65mmのジーメソスウェルポソプを各調査区に２本設置し排水に当たった。ポソプは史跡地表面より

-1.5ｍまで差し込んで使用した。

盛土、造成土の削平

調査区域のうち、史跡外は昭和39年の新潟地震被災後の復旧工事により、史跡地盤より約1.5ｍの厚さで

盛土がなされており、史跡も盛土によって堅固に造成されている。このため、荷揚げ場石段が検出されるで

あろう面の上面0.5ｍまではバックホーによって盛土を削平し、以降は人力で造成士を掘削した。

層序確認

平成８年度、平成９年度とも、調査区は底場で幅２ｍ程度のトレソチ状とし、長辺方向で石段の傾斜等を

調査する方針をとったため、層序確認・土層断面実測は基本的に調査区の南壁で行った。また、遺構が検出

された場合には十字あるいは調査区の長辺方向にセクショソベルトを残し、必要に応じてセクショソベルト

の一部を実測した。

遺構精査・発掘

遺構が階段状に検出されることが予想されたため、調査区の長辺方向の縁（北壁または南壁）に幅約0.4

ｍのトレソチを人力で掘削し、石段あるいは造成士の状態を確認した後、必要に応じてセクショソベルトを

残して面的に広げ調査を行った。

石段造成土は非常に堅固で粘性も高く、栗石を多量に含んだ粘土であったため、手ジョレソ、移植ゴテを

使って遺構の精査を行った。遺構の発掘も同様の方法を採った。排土は調査区面積が狭く、法面も45°程度

であったため、ベルトコソベアーは使用せずにバックホーによって調査区外へ出して埋め戻しに供した。な

お、遺構が検出された調査区では、遺構の保護のため、厚さ約0.5ｍの山砂を入れ込んで養生し、ブルーシー

トを目印として敷いた上で排土によって埋め戻した。遺構の呼称は記号化せず、想定される遺構名に調査区

ごとの番号を併せて付けた。

遺構実測

調査区が面積的に小さく、深さが史跡地表面より－１．５ｍ程度となったため、光波測距器のついた平板を

用いて遺構の実測を行った。野面積みの石積みや、石段構造物の一部である板材など細部の実測が必要な場

合には、取り枠を併用した。

埋め戻しと現状復旧

調査区のうち、史跡部分は上述の方法で埋め戻した後、木柵やＨ鋼据付フェンスで囲いをした。

５



２．層序

（１）運上所の造成および荷揚げ場埋め立ての概況（第５図、第６図）

「新潟税関沿革史」によれば、新潟港の運上所は、明治２（1869）年の１月に埋め立てが開始され、同年

１０月に庁舎、石庫、水柵等が完成した。現地は霞生（葦原）であり、敷地面積は四千四百六十九坪七合七勺

（14,750.2㎡）を測る。明治２年以来８年までは、旧新潟税関前面は水柵となっており荷揚げ場への石段は

５段を数える。明治19年の配置図では、水柵は無く石垣のような護岸と桟橋がみえる。明治９年、明治17年

の新聞に桟橋新設の記事があり、前面護岸はこのころに改変されたものであろうか。明治25年には、洪水に

よって沿岸の石垣が崩壊し2021円50銭をかけて竣成するとの記事がみられる。以後石垣護岸の改修、新設等

記事は無く、大正11年前の配置図には石垣にかかわるような図示はみあたらない。

大正11年の配置図によれば、このころ旧新潟税関荷揚げ場前面は、新潟港築港にともなう信濃川左岸の改

修工事により埋め立てられたことになる。この後埋め立て地は、魚市場や水産加工場、宅地等に利用されて

きた。

昭和3９（1964）年６月16日に発生した新潟地震は、市域の軟弱地盤地域に亀裂や陥没、液状化に伴う噴砂

現象を引き起こした。また、地震発生後の津波によって信濃川両岸地域は浸水、湛水の被害にあった。震災

後の復旧で、旧新潟税関に隣接した柳島町は、信濃川の堤防嵩上げも含めて旧地盤より２ｍ内外の厚さで盛

土され、その上に民家等が再築された。ここにおいて、旧新潟税関荷揚げ場の石段および石積みは、さらに

深く埋没することとなった。

（２）層序（第７図、図版１．２）

前述のとおり、旧新潟税関は信濃川を埋め立てて

造成されており、発掘調査によって確認された層序

は人為的に形成されたものが殆どであった。しかし

ながら、今回は制限された範囲．深度で発掘調査を

実施したため、深く埋没した部分すなわち旧新潟税

関造成当初のようすを知ることはできなかった。

確認された層序は、次の①～③の３とおりに大別

できる。
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第５図明治時代の旧新潟税関施設配置
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このうち、①、②は造成の段階が概ね一致していると判断されたため、土層柱状図に示した。また、旧早川

堀に隣接していた③は他と異なるため、別に図示した。

①史跡に隣接しており、新潟地震後に２ｍ前後の盛土が施された区域
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②史跡範囲

平成８年度調査Ｔ３，Ｔ４

平成９年度調査Ｔ２、Ｔ８、Ｔ９、Ｔ１ｏ（史跡内側）

③旧早川堀に隣接した史跡範囲、みどり公園部分

平成９年度調査Ｔ，

以下に土層柱状図を説明する。

１層：黄灰色砂新潟地震後の盛土

Ｉａ層：灰黄褐色砂質士現史跡表土

Ｉｂ層：暗灰褐色砂質士級密で固い。石庫桟瓦（図版12）出土。

ＩＣ層：Ｉｂ層とほぼ同質であるが灰白砂が混じるｏ

Ｉｃ－２層：ＩＣ層とほぼ同質であるが媒が混じる。

Ｉｃ－３層：ＩＣ層とほぼ同質であるが操・コソクリートが混じる。

IIa層：黄灰白色砂粗粒で柔らかい。

IIb層：暗灰黄色砂質士細粒であるが柔らかい。操が混じる。

IIIa層：暗褐色砂質士粗粒で柔らかい。炭化物、ガラス、瓦、ビニール、陶磁器等を含むo

IIIb層：黒褐色砂質土ＩＩＩａ層と同質で同様の遺物を含む。

Ⅲｃ層：IIIb層と同質で、腐植土、木片が入る。

※ＩＩＩａ，ＩＩＩｂ、ＩＩＩＣ層は新潟地震津波被災後の瓦喋がたまってできたものとみられる。

Ⅳ層：赤褐色砂やや粗粒だがしまる。炭化物が入る。

Ｖａ層：黄褐色砂粗粒でしまりなし。黄褐色粘質土ブロックを含む。

Ｖｂ層：黄褐色砂粗粒でしまりなし。灰白色粘質士ブロックを含む。炭化物、ガラスを含む。

Ⅵ層：暗青灰色砂粗粒でしまりなし。Ｔ８で１セソトコイソ（第８図、図版16）を出土。

Ⅶ層：黄褐色シルト質土級密でよくしまる。Ⅶ，層がブロック状に入る。

Ⅶ，層：黒褐色シルト質士級密でよくしまる。Ⅶ層、Ⅸ層がブロック状に入る。

Ⅸ層：黄灰白色粘土級密でよくしまる。操を多量に含む。

Ⅸ－２層：黄灰白色粘土Ⅸ層と同質であるが操を含まない。

Ⅲ層：青灰色シルト質土級密でよくしまる。

Ⅲ－２層：青灰色シルト質士級密でよくしまる。酸化鉄を含む。操、やや大きめの操を多量に

Ⅲ－３層：青灰色シルト質士級密でよくしまる。Ⅲ－２層がブロック状に入る。

Ａ層：黄褐色砂・黄褐色粘土の混土。固くよくしまる。

Ⅲ－２層：青灰色シルト質士級密でよくしまる。酸化鉄を含む。操、やや大きめの操を多量に含む。

Ⅲ－３層：青灰色シルト質士級密でよくしまる。Ⅲ－２層がブロック状に入る。

Ａ層：黄褐色砂・黄褐色粘土の混土。固くよくしまる。

Ｂ層：暗褐色シルト質土微粒で柔らかく、しまりなし。

Ｃ層：黄灰色花粗粒でしまりなし。

Ｄ層：緑灰色シルト質土Ⅸ層に喋混ざる。柔らかくしまりなし。

Ｅ層：黒褐色砂質士粗粒でしまりなく操を含む。

Ｆ層：淡い褐灰色砂質士粗粒で固くよくしまる。

Ｇ層：灰白色砂粗粒で柔らかくしまりなし。

Ｈ層：黄灰色砂粗粒で柔らかくしまりなし。

Ｉ層：暗青灰色粗粒で柔らかくしまりなし。

－８－



３．遣構

（１）概観

５か所の発掘調査区は、出土した遺構により旧早川堀側のＴ,と旧新潟税関庁舎正面付近に位置するＴ２～

Ｔ１０の２つに大別される。

Ｔ,では野面積みの護岸石積みと基礎の杭が出土した。石積みは主として花満岩を用い、裏込めとして握

り拳大から人頭大の川原石を使ってある。護岸石積みの石材は粘土と砂を混ぜた士で隙間を充填してある。

基礎の杭列はマツ属を用材としていたようであるが、予定された発掘深度を上回る部分で何らかの固定がな

されているものか引き抜くことができなかったため、詳細は不明である。

Ｔ２では野面積みの配石と石材を除去したときにできたと考えられる穴状の窪みが検出された。これらの

配石は、Ｔ８、Ｔ９で検出された石段造成部分とほぼ同様の傾斜で旧信濃川河岸方向に落ち込んでいる。

Ｔ８では石段の基礎造成部分とみられる石材、板材、版築された栗石混じりの粘土層（Ⅸ層）が検出され

た。石段を直接に形づくっていたであろう石材はＴ２同様はぎ取られたものか、調査範囲には残存していな

かった。造成部分の石材は方形に加工したものが欠損した状態のままで使用されており、近接して使用され

た石材の大きさが全く異なるなど、転用材の可能性がある。板材はマツ属とみられる。腐食が著しく使用当

初の形状は分からないが、ボルトまたは犬クギ状の金属片が刺さっているものがあり、転用材の可能性があ

る。板材は何枚も連続して使用されたとみられるが、調査区域内では板材１枚分の長さは確認できなかった。

また石段造成部分の北端部も確認できなかった。平成８年度調査のＴ３土層確認時にⅨ層の北端部が確認さ

れている。石段を覆う砂層から1920の年号が入ったアメリカ合衆国の１セソトコイソが出土した。

Ｔ９はＴ８とほぼ同様な遺構の検出状況がみられた。しかし、石段造成部分の南端部は確認できなかった。

Ｔ１ｏは史跡境界のコソクリート塀基礎を境に史跡内と史跡外に区分されるが、遺構の検出状態は同様であ

る。Ｔ２で検出された野面積みの配石の下位で確認された栗石層（Ⅲ－３層）と同様の栗石層（Ⅲ－２層）が、

緩やかに旧信濃川河岸方向に傾斜している。下位の調査によってもＴ８やＴ９で使用された栗石混じりの粘土

層（Ⅸ層）は検出されなかった。

遺構は新潟地震によるものか歪みが認められ、Ｔ８、Ｔ９では造成上に地割れと噴砂の跡も観察された。ま

た、炭化物や瓦、ガラス瓶、陶磁器などの破片が多量に含まれた黒褐色層（IIIa層）がＴ２以南の調査区で

認められ、平成８年度調査では、この土層がつまった士坑状の落ち込みから昭和3８（1963）年～昭和３９

（1964）年に限って使用されたとみられる電話番号記載のある牛乳ビソが出土した。

（２）各説

発掘調査区域が狭く、かつ遺構の全容が不明であるため、調査区ごとに説明する。

Ｔ，

旧早川堀石積み護岸、杭列（図版２）

検出部位で３段分を数える。最高点で標高-0.9ｍ，最低点で標高-1.6ｍを測り、東西方向から南に12°

偏って列をなす。石材は面取りの加工のあるものや、切り出したままのものなど大きさも含め不定型である。

材質は１個が砂岩質で、あとは花満岩である。花闇岩の色調も赤みがかったものや、青みがかったものなど

一定でない。石材は黒褐色で極めて粘性の高い粘土で隙間を埋めてある。裏込めは握り拳から人頭大位の川

原石を使い（註）、護岸石材より0.8ｍの奥行きで、暗灰色の柔らかい粘質士とともに充填してある。護岸

石材は石積み埋設時の撤去または後の撹乱によるものか、欠落部分や石積み後方に崩れた'恰好になっている

部分もあった。
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石積み護岸の基礎とみられる杭列は13本が検出された。杭列は、石積み端部より早川堀側へ0.2ｍないし

0.3ｍ離れてほぼ平行に打設されており、石積み列と同じく東西方向から南に'2°偏っている。杭の直径は’

2cm前後のものが５本、１３cm前後のものが４本、１５cm前後のものが３本、復元直径30cm程度の丸太を４分の

，程度に縦割りしたものが，本である。杭の頭は最高点で標高-1.51ｍ、最低点で標高-1.62ｍを測り、平

均は-1.53ｍである。検出された石積みの最高点との比高は0.63ｍである。

Ｔ２

野面積み状配石（図版３）

調査区の西側すなわち旧新潟税関庁舎寄りに、北から12．東に偏った南北ライソ２列の石列が認められる。

石材は抜き取られたと考えるものが殆どで、残存しているものは'0個体である。石材は川原石と花闇岩が適

宜使用されたようである。石材の大きさは短径、長径とも20cmから30cm前後でほぼ揃う。石列は最高点が調

査区南端で-0.52ｍ，最低点が北寄りで-0.63ｍであり、やや北側に傾く。この石列の調査区南端より０．９３

ｍ北寄りの地点から東側すなわち旧信濃川河岸方向へ、東から南へ20。偏った東西ライソの石列が延びる。

ほぼ直角な位置関係の２つの石列により作られる“Ｌ，，形区画は0.5ｍ×０．８ｍであるが、これより東側にほ

ぼ同じ大きさの花尚岩石材があり、関係が注目される。また、これらの石列の周囲には石を抜き取ったと考

えられる窪みが多数認められた。窪みの覆土はⅦ，層である。

南北ライソの石列を境に西側は基盤とみられるⅢ層が単層となるが、石列より東側は栗石状の喋を多量に

含んだⅢ－２層が厚さ0.2ｍ前後で入る。これは、Ⅲ層とともに水平より５．下方へ傾き、東側へ延びてＨ層

の下へと続く。

註：川原石は、河川に流されたことで石材の表面が滑らかとなり概ね楕円形を呈する操をさす。大きさは握

り拳程度から人頭大まで多様で、材質も多種におよぶ。信濃川河口域は砂が主層である。

Ｔ８

Ｔ８はＴｌ、Ｔ２に比して地盤の歪みが顕著である。調査区南よりでは地盤に亀裂があり、その中に噴砂によ

るとみられる砂がつまっているなど、新潟地震の被災状況に似た現象がみられた。遺構の説明においては、

この歪みを補正せず、測定幅をもたせて表記する。

Ⅸ層傾斜面（図版４）

調査区西端より東すなわち旧新潟税関庁舎より旧信濃川河畔方向に0.3ｍ前後まで、水平方向より３．下

方に傾いたⅢ層が堆積し、そこからⅨ層が水平方向より４．下方に傾いて、調査区西端より１．６ｍ前後の地

点まで面をなす。ここからⅨ層は幅0.15～0.3ｍで、水平方向から下方へ25。程度の傾きを持った傾斜面と

幅0.4～0.5ｍで水平方向から下方へ５°程度の傾きを持った面を交互に３段ずつつくりながら’層の下へ続

く。Ⅲ層は最高点で標高-0.48ｍ，最低点で標高-0.53ｍを測り、Ⅸ層は最高点で標高-0.48ｍ，最低点で

標高-1.03ｍを測る。

石材、石材設置穴（図版５．６）

石材はⅨ層傾斜面下から出土した。Ⅸ層は東西方向で石材の概ね西側半分に堆積する。図版のとおり、便

宜的に石材に番号をつけるが、番号は相互に関連するものではない。

石材１（図版１２．１７）

花闇岩。石材２．３と南北ライソで同一線上となる。東西幅30.2cm，南北長56.9cm，厚18.5cInを測り、深
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度は最高点で標高-0.65ｍ，最低点で標高-0.66ｍを測り、若干南に傾く。

石材２（図版１２．１７）

花闇岩。石材１と南北ライソで同一線上となる。東西幅29.30m，南北長24.90m、厚10.3ａｎを測り、深度は

最高点で標高-0.66ｍ，最低点で標高-0.74ｍを測り、南に傾く。

石材３

花闇岩。調査区南壁に入り込む。検出部位東西幅28qn，最大厚９cm，最小厚６cmを測り、深度は最高点で

標高-0.70ｍ，最低点で標高-0.73ｍで東側に傾く。

石材４

花闇岩。調査区北壁に入り込む。検出部位東西幅240m，最大厚10ａｎ，最小厚６cmを測り、深度は標高-

0.81ｍで、東西方向にほぼ水平である。

石材５（図版６）

花闇岩。石材３の底面より１０mの厚さでⅨ－２層を挟み、その下位に置かれる。石材設置の掘り込み面は

不明。検出部位で長さ60cm，幅24cmを測る。厚さは18cmとみられるが、最深部までの調査は未了であるため

確認できない。検出部位最高点は標高-0.74ｍ，最低点は標高-0.81ｍで東に傾く。径20口､程度の川原石を

２個のせた状態で検出された。

石材６（図版６）

川原石。石材設置穴１の底面より厚さ３cmの厚さでⅨ－２層を挟み、その下位に置かれる。検出部位の東

西方向で長さ34cmを測る。厚さは18cm程度とみられるが、最深部の調査は未了であり不明である。検出部位

最高点は標高-0.78ｍ，最低点は標高-0.79ｍであり、若干東に傾く。

石材設置穴１（図版５．６）

穴の東西幅は確認面、底面ともに0.3ｍ内外であるが側壁が底面から上方へ垂直より東へ30°程度傾く。

穴の深さは、垂直方向・側壁の高さともに120mである。穴は北から東へ12。偏った南北ライソで調査区を貫

くとみられる。深度は穴の底面最高点で標高-0.75ｍ，最低点で標高-0.79ｍを測るが、石材３の直下では

底面最高点で標高-0.81ｍ，最低点で標高-0.84ｍを測り、石材の沈降によるものとみられるずれが記録さ

れた。穴の埋め土（埋１）は、暗褐色のシルト質士であり微粒で柔らかい。穴はⅨ－２層に穿たれてあり、

下位に板材の検出は認められなかった。

石材設置穴２（図版５．６）

穴は底面幅が0.24ｍ～0.25ｍであり、北から東へ12°偏った南北ライソで調査区を貫く。石材を抜き取っ

た際の撹乱により側面壁の立ち上がりは殆ど認められない。底面は調査区北寄りで最高点標高-0.82ｍ，南

寄りで最低点-0.83を測り、やや南に傾く。穴はⅨ－２層からⅢ層にかけて穿たれており、埋め土は石材設

置穴１と同質で、厚さ２cm内外の堆積を挟んで、下位の板材上面に達する。

石材設置穴３（図版５）

穴は底面幅が0.3ｍ前後であり、北から東へ12。偏った南北ライソで調査区を貫く。石材を抜き取った際

の撹乱により側面壁の立ち上がりは殆ど認められない。底面は調査区北寄りで最高点が標高-0.93ｍ、南寄

りで最低点-0.95ｍを測り、やや南に傾く。穴はⅨ－２層からⅢ層にかけて穿たれており、穴の埋め土は石

材設置穴１と同様で、厚さ９cm内外の堆積を挟んで、下位の板材上面に達する。

板材１（図版５）

腐食が著しく、底面と調査区北端側の面に整形痕がわずかに認められるほかは原形を止めない。石材設置
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穴１に設置されており、板材底面は東西に0.2ｍ前後の比高差で東に傾く。設置底面は調査区北寄りで標高

-0.96ｍ、南寄りで標高-0.97ｍを測り、やや南に傾く。調査区北側の板材端部より南へ0.'ｍの部位にボ

ルトまたは犬クギ状の金属製品が刺さっていた。

板材２（図版５）

板材１同様腐食が著しいものの、底面最大幅で0.34ｍを測る。調査区中央部分は土層観察用アゼを撤去し

なかったため不明であるが、調査区北端より1.38ｍの部位で板材３と連続する。板材底面の東西端部は２，１

前後の差で東に傾く。板材底面は調査区北端で標高-1.05ｍ，板材３との接続部位端部で標高-1.04ｍと若

干北に傾く。

板材３（図版５）

板材２と連続して設置される。腐食が著しく、底面幅は0.32～0.38ｍを測る。板材底面の東西端部は10ａｎ

前後の差で東に傾く。底面は板材２との接続部位で標高-0.94ｍ，調査区南端で標高－１．０１ｍを測り南に傾

く。

板材１掘り方（図版５）

板材１設置面の東西幅は18～24cm，底面幅は14qn～20qnと調査区北端から南端にむけてすぼまる。掘り方

はⅢ－３層を２cm程度埋め土して板材２を設置したものとみられる。掘り方底面は調査区北端で標高－１．００

ｍ，調査区南寄りで標高-1.05ｍであり、南に傾く。

Ｔ９

Ｔ９はＴ８同様地盤の歪みが顕著である。調査区南よりでは地盤に亀裂があり、その影響で板材の断裂が生

じ、調査区西よりでは石材設置穴に地盤の膨れ上がりがみられるなど、新潟地震の被災状況に似た現象がみ

られた。遺構の説明においては、この歪みを補正せず、測定値をもたせて表記する。

Ⅸ層傾斜面（図版７）

調査区西端より東すなわち旧新潟税関庁舎より旧信濃川河畔方向に2.4ｍ前後まで、撹乱穴により地盤の

ようすは不明である。Ⅸ層は地盤の歪みや削平により、Ⅸ層は水平方向より10。～15。下方に傾いて、調査

区西端より2.2ｍ前後の地点から東へ４ｍ前後の地点まで段階上に面をなす。傾斜面は４つに分かれ、調査

区の西から順に、東西方向の幅は１段目が16cm前後、２段目が26～36cm，３段目が20～30cm、４段目が40～

46cmと均一でない。Ⅸ層は最高点で標高-0.38ｍ，最低点で標高-1.12ｍを測る。

石材設置穴１（図版８）

調査区北半で北より東へ10°偏った南北ライソ上に認められる。底面幅は18cm前後でほぼ揃うが側面壁は

東西の高さが14cmの差で東に傾く。側面壁の高さは６cmからl8qnと著しく歪む。底面は標高-0.72ｍ～-

0.85ｍと波打ったようになり、調査区南寄りでは撹乱により不明となる。穴はⅨ－２層に穿たれているが、

埋め士は底面から６ａｎ程度の厚さでⅢ－３層が入り、その上に８ｍ程度の厚さで埋１が入っていたものと考

えられる。

石材設置穴２（図版８）

北より東へ,0｡偏った南北ライソで調査区を貫く。穴の上端の幅は調査区北半で28cm前後、南半で18～２６

cm、底面の幅は調査区北半で16～180m，南半で20～22cmであり、南半では側面壁が東に傾く。底面は標高-

0.89ｍ～-0.94ｍで波打ったようになる。穴はⅨ－２層からⅢ層にかけて穿たれており、埋め土は３～４ａｎ

の厚さでⅢ－３層が入って板材上面に達する。

石材設置穴３（図版８）

北より東へ,3．偏った南北ライソで調査区を貫く。穴の上端の幅は調査区北半で22cm～26qn，南半で30～
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320m，底面の幅は調査区北半で20～26qn南半で22～24cmである。側面壁は外傾し開く。底面は調査区北端で

標高-0.99ｍ、南端で標高-1.04ｍとなり南に傾く。穴はⅨ－２層からⅢ層にかけて穿たれており、埋め士

は４qnの厚さでⅢ－３層が入って板材上面に達する。

板材１（図版８）

石材設置穴２の直下に位置する。調査区北端より1.86ｍ南の部位で板材２と接続する。腐食が著しく原形

を止めない。底面の幅は14～26ｃｍと均一でない。板材設置面の調査はしていない。

板材２（図版８）

石材設置穴２の直下に位置する。腐食が著しく原形を止めない。板材１との接続部位から0.2ｍ南の部位

で地盤に亀裂が走り、比高差10cm余りで南側が高く、北側が低くなる。これより板材は調査区南端よりＴ,ｏ

方向に延長するものとみられる。底面の幅は16cm～26cmと均一でない。板材設置面の調査は実施していない。

板材３（図版８）

石材設置穴３の直下に位置する。調査区北端より28ａｎ南の部位で板材４と連続する。腐食が著しく原形を

止めない。底面幅は30cm前後で均一であり、底面の東西端は2.1cmの比高差で東に傾く。板材設置面は北端

で標高-1.17ｍ、南端で標高-1.15ｍと北に傾く。

板材４（図版８）

石材設置穴３の直下に位置する。板材３に連続し調査区南端よりＴ,｡方向に延長するものとみられる。調

査区南端より0.3ｍ北の部位で地盤の亀裂に伴って割れ、比高差７cm余りで北側が高く、南側が低くなる。

また板材３との接続部位より0.57ｍ南の部位にボルト状の金属製品が刺さる。底面幅は20～34cmと均一でな

い。セクションベルトより北側の底面東西端は比高差は１cm内外とほぼ水平である。板材設置面は板材３と

の接続部位が標高-1.16ｍ，セクショソベルトに接する部分が標高-1.15ｍと南に傾く。セクショソベルト

以南は板材設置面の調査はしていない。

板材３．４掘り方（図版９）

最大幅は調査区北端の板材３設置面で0.4ｍ，最小幅はセクショソベルトに接する板材４設置面で0.24ｍ

を測る。底面幅は同じ部位でそれぞれ34cm，１８cmをはかり、側面壁は外傾して立ち上がり、高さ16qnを測る。

底面は調査区北端で標高-1.23ｍ，セクショソベルトに接する部位では標高1.21ｍを測り若干南に傾く。穴

はⅨ－２層とⅢ層に穿たれており、埋め土はⅢ－３層である。

Ｔ,０（史跡内側）（図版10）

調査区西端より0.9ｍ，標高-1.70ｍの地点から水平より10｡～15.下方に傾斜してⅢ－３層が検出された。

喋の大半が握り拳大であるがごくわずかに人頭大のものが混じる。層厚は14～18cmでⅢ層が下位に堆積するｏ

Ｔ１０（史跡外側）（図版11）

調査区西端、標高-1.6ｍの地点から水平より10．下方に傾斜してⅢ－３層が検出された。操の混入度合い

は史跡内側の状態にほぼ同じであり、層厚は10cm程度で下位にⅢ層が堆積する。

４．遺物

（１）石段石材（図版１２．１７）

石段石材としては４点がＴ８より確認されているが、今回はその内２点について取り上げ・実測を行った。

図版12の１は一端が欠損している。残存長＝56.9cm，幅＝30.加、厚＝18.5cm。側面図右側に示される裏面

は割れ面になっている。その他の面には斜め線上の工具痕が認められる。ほぼ平滑に仕上げられている。特
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に表面は整形が丁寧であり(a)、その他側面は表面に比べ、やや加工が粗い。石材は花商岩、俗にいう御影石

と思われる。黒色結晶（黒雲母）が大量に確認できる。白い粗粒もかなり含まれていてはっきりとした粒状

を呈している。表面で観察できうる結晶構造は級密である。全体の色調としてはやや青みを呈する。２は裏

面及び左側面は割れ面で欠損している。残存長＝29.3qn，幅＝24.9cm，厚＝10.30m・表面には１同様斜め線

上の工具痕が認められる。ほぼ平滑に仕上げられており、整形は丁寧である(b)。１．２おけるこの斜め線上

の工具痕はおそらくノミによるものと思われる。他の２面は一応整形してあるようだが、加工の明確な痕は

無く、表面は風化によるのか粗い。石材は１同様花儲岩と思われる。こちらも白い粗粒を多く含むが、１に

比べやや光沢を持ち石英かと思われる。白味が強く、粒状にはまとまっていない。結晶構造はやや粗い。全

体の色調としてはやや紅色を帯びている。どちらも花闇岩ではあるが結晶構造の違いから、同母岩ではない

といえる。２点とも厚さが不均一であり、割れ面がそのままあることから、転用材であろう。加工の丁寧な

面を意図的に上にして設置されていたことから、外見をそろえる程度で特に新たな加工は施していないよう

に思われる。なお、長く土中にあったためか、全体はかなり風化している。

（２）石段板材（図版１３．１７）

今回出土の板材は７点であるが、石段の下に確認された板材はＴ８で４点あった。内、２点（図版13）に

ついて実測図を示す。５は心持材である。最大長＝29.8cm、幅＝36.9cm、厚＝15.2cmをはかる。表面及び左

側面は遺存状態が悪い。右側面、裏面及び下端には加工痕が認められ、調整面である。右側面は平滑であり、

特に下方には刃端痕と思われる加工痕がある。下端の面は、一部朽ちてはいるが、加工面の状態は良い。刃

先痕が２点確認でき、これは鋸によるものと思われる。加工の方向は矢印で示した。この面の左端・右端は

遣存状態が良いので、本来の幅をある程度示すと考えられる。裏面も平滑である。矢印方向に細かい擦痕が

確認される。非常に細かく、面全体に同一方向で認められることから、これも鋸引きによる面生成の痕であ

る可能性が高い。上端は取り上げ時に切断した。６も心持材である。表面及び両側面は遣存状態が悪い。表

面中程にボルト状の金属製品が打たれている。ボルトは深く打たれており、その詳細な形状については不明

である。はっきりとした頭部を確認できない。ボルトの打たれている周辺は朽ちているが、容易に抜ける状

態ではない。裏面はかなり平滑になっている。明確な加工痕は確認できないが、調整面であると思われる。

上端・下端は取り上げ時に切断した。なお２点とも状態の良い裏面が下になって設置されていた。樹種につ

いては分析をしていないが、松脂の匂いがきつく針葉樹であることから、マツ属であることは確実であろう。

マツ属は針葉樹の中でも耐水湿・耐久性に優れ、また日本においては入手が容易である（成田1990）。用材

の選定が意図的なのかは不明であるが、環境に叶った材の使用をしているといえる。

（３）瓦（図版12）

瓦は破片も含めかなり出土している。ここでは税関施設に係ると思われる状態の良い２点について実測図

を示す。２点は共に軒桟瓦でＴ４より出土している。いずれも三つ巴で小巴が右巻きを呈しており、垂れ文

様は重線で描かれている。３は垂れ区の1/3程まで残存している。小巴の径は2.19omをはかり、４に比べて

巴が大きく、また断面が深くてやや楕円形を呈する。尾も比較的長い。胎士は石英、長石等５ｍ以下の粒子

を含み、擬灰岩粒や混和材により黄褐色の流水模様がみられる。表面は２点とも紬薬がかかる。４の垂れ区

はごく一部を留めるのみである。小巴の径は1.61cmをはかり、３に比べ小さく、断面が浅めで丸い。小巴の

配置も中心から若干間隔をおいてある。胎士は基本的に３に同じであるが、粒の径が小さく、黄褐色の流水

模様もみられず、精級である。税関施設に使用された瓦は各時期によって大きさも種類も異なっていたよう

だが（新潟市1971）、詳細に把握されていない。この２点についても時期的判断はしかねる。但し、４は小

巴の様子が石庫の当初の瓦の写真に類似しており（新潟市1982）、その可能性も考えられる。
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（４）硬貨。金属製品（第８図、第９図、写真２，図版13、図

版16）

Ｔ８Ⅶ層土層断面より、第８図の硬貨が出土している。アメ

リカ合衆国の１セソト硬貨で、青銅貨である。遣存状態は比較

的良好であるが、全国的にうっすらと錆が生じており、肉眼で

の判読は難しい。図柄は表面が第16代大統領であるリソカーソ

で、上部に文字が刻まれている。判読はできないが、現行貨幣

の“ＩＮＧＯＤＷＥＴＲＵＳＴ”と同文が刻まれている。鋳造年

は1920年になっている。左部には“…ＥＲＴ…”と読める。こ

れも現行貨幣と同じ“LIBERTY”の一部である。裏面には

“○ＮＥＣＥＮＴ”と大きく刻まれその下には“UNITED

STATESOFAMERIKA”とみえる。左右には麦の穂を配し

上部には“ＥＰＬＵＲＩＢＵＳＵＮＵＭ”と刻まれている。裏面の

方が状態が良い。なお、この硬貨は1909～1959年まで鋳造され

ていたもので、現在は裏面のデザインが変更されている（註）ｏ

図版13の７はＴ８出土の２段目の板材に打たれていたボルト

である。その状態は写真２に示す。全体的に腐食が激しい。板

に打ち込まれていたため、ボルト周囲には木質が付着している。

長＝11cm、径＝1.75cm、頭部径＝2.92cmである。頭部はほぼ円

形を呈する。ボルトは明治以来西洋建築工法の伝来と共に普及

したもので（日本民具学会1997）、よって明治以降のものであ

ることは確実である。なお径・頭部径の寸法規格をみると、前

者は約６分、後者は約１寸になるので、どうやら尺単位ででき

ているようである。

第９図は同じくＴ８の石材設置穴１直下のⅢ層上面より出土

した、洋クギである。長＝6.2cm、径＝0.34cm、頭部径＝0.75

cmをはかる。元々真っすぐであったものが、何らかの力によっ

て曲がったものと思われる。遣存状態は良好である。先端は鋭

くなっている。断面は円形を呈する。

（５）その他の遺物（図版１６．１７）

以上の他に様々な生活用具が出土している。Ｔ８からは10.

11～１２．１４～16の陶磁器・硝子。瓦破片が出土した。２２は㈱塚

田牛乳製の牛乳瓶である。電話番号が２番併記されたこの瓶は、

昭和38(1963)の１年のみ使用した物である。よって同じIIIa層

より出土した19～26は、昭和38～39年に廃棄された物とみるこ

とができよう。
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第４章まとめ

１．荷揚げ場石段、護岸石積みについて

発掘調査の結果、荷揚げ場の石段に係わると考えられる造成士および遺構が、Ｔ８，Ｔ９で確認された。ま

た、石段両脇の野面積み護岸に係わると考えられる配石遺構がＴ２で、Ｔ２と同様の造成がT1oで確認された。

以下、石段部分と護岸石積み部分とに分けて調査結果をまとめる。

・石段部分について

Ｔ８については、土層断面（図版４－１）にみられるように、地震による地割れや地盤の歪みによる石材、

板材の段差の不均等がある。よって石段の構造については精級な数値を求めることは難しい。また、新潟港

築港に伴う埋め立てに先立って抜き取られたためか、石段を形作っていただろうと思われる石材は１点も出

土しなかった。

石段造成面はⅥ層およびＦ層などの砂層によって埋め立てられたと考えられる。この層序からは1920（大

正９）年に鋳造された１セソトコイソ（図版１６－１，２）が出土しており、大正から昭和初頭にかけた新潟

港築港に伴う埋め立て時との関連性を物語っている。

Ⅵ層の直下にはⅨ層が断続的に堆積している。この層序は操含有の有無によりⅨ－２層とに分けられる。

このⅨ－２層を穿って石材１，２，３，４（図版５）が設置されている。石材１，２，３の下層では板材は

検出されず、石材１の下位には石材５が、石材設置穴１の下位には石材６が、基盤のⅢ層を穿って設置され

ており、相互の関係が注目される。

板材は掘り方に設置され、石材設置穴が直上に配置されたと考えられる。板材は複数枚が南北方向に連続

して設置されているとみられ、板材１の北端部、および板材２と３の間に合わせ部位が確認された。板材は

腐食が著しいものの設置床面では残存状態が良く、加工面の調整面が認められるものもあった。石材３と板

材１，板材１と板材３との段差は土層断面で観察され、それぞれ20皿と10qnを測り均一でない。板材の掘り

方はⅢ－２層あるいはⅢ－２層からⅢ層にかけて穿たれているｏ

Ｔ９については、地震によるものと考えられる地盤の歪みと石段埋め立て後の撹乱によって、石段を構成

していたものと考えられる層序や遺構に歪みやずれが認められる。

Ⅸ層は撹乱等により失われた部分もあり、石材は１点も出土しなかった。Ⅸ層と同じレベルでⅢ－２層や

Ⅲ－３層が使用されている部分も認められ一様でない。また、板材については地割れにともなうとみられる

断列部位が認められた。石材設置穴、板材設置の掘り方との関係についてはＴ８に同じであり、土層断面に

おける板材１と板材３の床面段差は12cmを測り、Ｔ８の板材１と板材３の段差に近い。

なお、石段の造成に使用されたと考えられるⅢ層は、Ｔ３からＴ９を経てＴ１０方向に堆積しているとみられる

が、Ｔ,｡では検出されなかった（図版１，１０）。

発掘調査では、残念ながら石積みや石段の範囲が分かる境界部等を確認することができず、正確な形状を

発掘からうかがうことはできなかった。そのため、石段の範囲や形状を推測する資料としては現存する施設

配置図に頼らざるを得なくなる。時代から考慮して、埋め立てられた時点での状況に最も近いと思われる資

料が大正11年前の配置図である。そこに記された寸法から算出すると、石段の範囲は南北約18ｍ、東西約４

ｍとなり、石段の最下段に描かれているテラス状の施設を含めると、東西約６ｍになる。

明治４から19年の配置図では石段は５段分が記入され、巻頭の新潟税関の図にも５段程度の石段が描かれ

ている。そのことから創建当初の石段は５段であったと推測される。ただし、大正11年前の配置図では７段
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となっており、段数に違いが認められる。Ｔ８から出土した板材に打ち込まれていたボルトが明治以来の西

洋建築の伝来に伴って普及したものであることを考え合わせると、これらの板材は創建当初の遺構というよ

りはむしろ、それ以後の改修で持ち込まれた施設と考えたほうが妥当性が増す。すなわち、配置図の信遍性

は考慮しなければならないとしても、発掘で検出された遺構は、時代的に新しい記録による７段であった可

能性が高くなる。なお、石段のおおよその範囲を遺構全体図（図版１）に破線で示した。

Ｔ８・Ｔ９で検出された板材は50～70cmの間隔で南北方向に列を成している。大正11年前の配置図から算出

すると石段一段の踏み面は奥行き57αn程度になるため、本来は２尺（60.6qn）程度の踏み面であったと予測

できる。すなわち、板材の間隔と踏み面の奥行きがほぼ同じになることから、石段一段毎に基礎となる板材

が敷かれていたと考えられる。

石段をつくっていたと思われる明確な石材は見つかっていないが、Ｔ８から出土した石材１は幅30.2cm厚

さ18.5qnの切石で、石段の材になったとしてもおかしくないものである。これは当時の尺度から１尺（30.3

ａｎ）×６寸（18.18cm）の石材であったと考えられる。こうした石材が沈下防止のための板材の上に乗って

段を構成し、同じ踏み面で板材が敷かれていない部分については、石材ではなく重量の軽いもので構築され

ていた可能性も指摘できる。平面上板材とほぼ交互に検出された栗石と粘土からなるⅨ層も、当初板材と同

様に石段の基礎とも考えられた。しかし同じ段において基礎を変える複雑な構造にしたとは考えにくいため、

このⅨ層が石材から次の段の石材までをつなぐ充填材として用いられ、石段とともに踏み面を構成していた

可能性が高くなる。また、配置図にある最下段のテラス状の部分については構造は明らかではないが、石材

が敷き詰められるなど荷揚げ場の施設として耐え得るしっかりした足場のものであったと考えられる。

石段の高さは、蹴上げを６寸（18.18cm）とすると７段で1.27ｍとなる。調査で検出されたⅨ層の上方部

平坦面がばらつきはあるものの標高-0.5ｍ程度であり、これを石段最上段と仮定すると、７段下の面は標

高-1.77ｍとなる。ただし石段を固定させるために、石材の底部は下段Ⅸ層の踏み面よりも下げた位置に設

置したことが充分考えられるため、実際の高さは上下段で重ねた分石段の高さが低くなっていると予想され

る。この上下の重なりを機能を損なわない程度の１寸（3.03cm）ほどと仮定すると、７段下の面は標高-

1.56ｍになる。なお水面はこれよりもさらに低い位置にあったと考えられる。Ｔ,で検出された護岸杭列の

頭が標高-1.5～-1.6ｍであることから、Ｔ８・Ｔ９での石段とＴ,旧早川堀石積み護岸とで水際における高さ

の整合性はとれてくる。

・野面積み状配石について

Ｔ２では南北方向に配置された２列の川原石と、直行する石列、方向不同の士坑状痕跡および川原石．花

闇岩が検出された。出土状態から配石は抜き取られたように観察される。またこの穴に石材が入っていたと

すれば遺構確認面から－１cmから－１２cm程度の深さでⅢ－３層に設置され、回りを同じくⅢ－３層を造成土と

して固められたとも考えられる。またⅢ－２層が下層に位置することと、残存している配石22個のうち10個

が花闇岩、１２個が川原石といったように石材を特定せず、１点を除いては特徴的な加工も施していないこと

など、穴太積みの特徴を示しているともいえよう（徳永1974）。配石・配石痕を乗せるⅢ－３層は水平より

15･程度の傾斜角を持っており、先述の７段で想定した石段の傾斜角も同様に15・前後になると予想される

ことから、配石は石段とほぼ同じ角度で傾斜していたことになる。なお、南北列の配石上端の平均標高は-

0.54ｍである。

Ｔ１０では史跡内外ともⅢ－２層傾斜面が確認された。Ⅲ－２層の検出作業中に人頭大の川原石が数個検出さ

れたが、Ⅲ－３層の堆積は不明瞭である。ＩＩ－２層はＴ１ｏ（史跡内側）では水平より10～15。の傾斜角を有し、
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Ｔ,。（史跡外側）では水平より10°の傾斜角を有する。また、Ⅲ－２層直上にはＨ層が堆積しており、Ｔ２東

よりの状況と似かよることなどから、護岸石積みの埋め立て時に配石石材とⅢ－３層が削り取られたとも考

えられる。Ｔｌ０は史跡内外ともⅢ－２層最高部位は標高-0.56ｍであり、Ｔ２配石上端との比高は２ａｎでほと

んど差がない。

、旧早川堀石積み護岸について

旧早川堀の護岸部にあたるＴ,では、石積みの造成および埋設の土層がＴ２～Ｔ１ｏの様子とは異なる。石積み

は検出部分で,8個の石材が確認されているが、この内の’個が砂岩質である以外は花闇岩である。部分的に

面取り等調整痕を持つ石材もあるが、ほとんどが石材を切り出したままの状態で積んであるように見える。

石材の間には粘土が充填され、川原石を裏込めに使っている。また、検出最下位より北へ24qｎ（８寸）余り

離して造成基礎の杭列が打たれているなど、最深部は未調査であるが、穴太積みの特徴を示しているともい

えよう。石積みの確認部位の高さが不揃いで、随所に欠落している部分が認められる。さらに南側より大幅

に掘削した痕跡も認められるため、石積みを埋め立てするにあたって一部石材が抜き取られたとの見方もで

きよう。検出石材の最高部位は標高-0.9ｍであるが、その下－１．１ｍ程のところで石積み上部の平坦面が認

められる。この遺構がＴ８・Ｔ９の石段やＴ２の石積みと同時に存在していたとすれば、水際の護岸は、このＴ’

で検出された状況でＴ２方向へも巡っていたと推測される。
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新潟日報事業者出版部１９８４「新潟運上所と新潟税関」『図解にいがた歴史散歩く新潟＞』

日本民具学会１９９７『日本民具辞典』ぎようせい

百武松児１９９５「新潟市周辺の地盤沈下の経緯について」『日本第四紀学会講演要旨集』日本第四期

学会

藤沢優１９６５『カラーブツクス92）世界のコイソ』保育社

藤森照信１９９３『日本の近代建築（上）－幕末・明治篇』岩波書店

横浜税関１９０４『新潟税関沿革史』
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石材

花闇岩

花闇岩

出土地点 厚さ全長 幅

Ｔ８ 5６．９ 1８．５3０．２

Ｔ８ 2４．９ 1０．３2９．３

石段板材（図版13）

番号

５

６

出土地点 厚さ 樹 種

マツ属カ

マツ属力

全長 幅

Ｔ８ 2９．８ 3６．９ 1５．２

Ｔ８ 3２．５ 2６．４ 1４．８

瓦（図版12）

鋳造年

幅

小 垂れ区巴

番号 被熱

なし
－

なし

旧新潟税関発掘調査出土遺物観察表

石段石材（図版12）

径 残存率

完形

硬貨

出士地点 陸別

６．２

番号

第８図

備考

鋳造期間1909～1959年ＴⅦ層 月銅貨 １９２０ １．９

釘

出土地点

出土地点 陸別 頭部径番号

第９図

径

洋釘

頭部径

０．３４ ０．７５

ボルト（図版13）

残存率

完形

番号

７

陸別

単位：cIn。ｇ

全長は最大長

※表の遺物番号は図版内の番号に対応している。

－１９－

１５９．６１．７５ボルト ２．９２
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位子は密でよくしまる。粘土はブロック状に入り．砿や炭化し

Ａ'0.6ｍ
２３

た木片を念

細砂粧で帝であるが乗らかい‘砂
砂
砂
細砂施で浩であるが柔らかく、 藻を含む

細砂紅で密であり、１，２よりしまる。

粒子は帳で I～3よりしまる。黄褐色色粘土ブロック、砿、コン

を含む。

であるが柔らかい。発泡スチロール、ビニルを含むⅢ

クリート塊

Ⅷ砂紘で密であるが柔らかい砂
砂 １１１粒で采らかいｃ

砂和輸だが6にｇ比してしまる。

しまる。微粒の炭化物や枇凋色粘土ブロックを含c

しまる。粘土はブロック状に入り、雌を含む。

しまる。他は9と同橡。

が周<しまる。糊仏粘十ブロックを含む。

が固くしまる。曝、炭化物を含む。

よくしまる。粘土はブロック状に入り、際を含むｎ

よくしまる。粘土はブロック状に入り、磯や炭化し

むα

あるが柔らかい。張を含む。

ｋ脚 fは帝でしま

柁子は密でしまる。粘土は

土非備に尚<

砂机粒である

#11粒である

他子は帝でよくしまる。粘土似I：

図版２
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200cｍ

士 胞子は密であるが柔らかい
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1７胤禍色粘土
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Ｓ川原両
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#11枚でしまりなく柔らかい。
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報告書抄録

ふりがな きゅうにいがたぜいかんはつくつちょうさほうこ〈しよ

書名 旧新潟税関発掘調査報告書

副書名

巻次

シリ ー ズ名

シリーズ番号

編著者名 肥田野弘之、古越永子

編集機関 新潟市教育委員会生涯学習課

所在地 〒951-8550新潟県新潟市学校町通１番町902番地lTELO25-228-1000

発行年月日 1998年３月31日

所収史跡名 所在地 コー ド 北緯 東経 調査期間 調査原因

しせき

史跡

きゅうにいがたぜいかん

旧新潟税関

にいがたけん

新潟県

にいがたし

新潟市

みどりまち

緑町3437番

ほか

市町村

15210

番号

Ａ

。
〃
〃

７
５
６

３
５
３

。
〃
〃

136

３

3７

平成８（1996）年８

月21日から９月27日

1996.8.21～９．２７

平成９（1997）年９

月10日から11月21日

1997.9.10～1１．２１

新潟市が行う史跡周

辺の整備事業

所収史跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

しせき

史跡

きゅうにいがたぜいかん

旧新潟税関

建造物（庁舎）

史跡（敷地）

明治時代

大正時代

荷揚げ場石段、護岸石

積み造成面

旧早川堀側石積み護岸

荷揚げ場石段造成部材

(石材、板材）

ボルト状金属製品、銭

貨

なし
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